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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、唐王朝が造営した都城（長安城・洛陽城）が、シルクロードの西
域都市および東アジア諸国（高句麗・渤海・日本）にどのような影響を与えたのかについて、発掘された遺構の
分析から考究した。具体的には、発掘遺構と衛星画像の分析を中心として、都城の空間構造の比較を行った。結
果、西域都市では軍事的な橋頭保として実用的な構造が展開したのに対して、東アジア各国では「王都」として
都城が採用されることにより、皇帝を中心とする中国の思想空間が再現された点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　The research project investigated how the Walled City (Chang'an cheng and 
Luoyang cheng) built by the Tang Dynasty had an impact on Walled City in the western region of the 
Silk Road and East Asian countries (Goguryeo, Bohai, and Japan) based on the analysis of excavated 
remains.
  Specifically, the research focused on the analysis of excavated remains and satellite images, and 
compared the spatial structure of the Walled City.
　As a result, while practical structures were developed as military bridgeheads in Western Walled 
Cities, East Asian countries adopted the Walled City as a "royal capital," revealing that the 
Chinese ideological space centered on the emperor was reproduced.

研究分野： 東アジア考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　唐王朝が造営した長安城・洛陽城などの都城は、東アジア各国や西域都市などに広く展開した点が知られてい
る。本研究では、唐代都城の展開過程の具体像を明らかにするため、東と西の大きな枠組みで国際的な比較作業
を行った。結果、唐代都城の展開過程に関しては、アジア東西で大きく異なる点が判明した。西域のシルクロー
ド都市では、唐の軍事的拡張に伴って機能的な都市が造営されたのに対して、東アジアの渤海や日本では、中華
の皇帝を中心とする思想空間が各国の王都として再現された点が明らかになった。唐代都城は単なる模倣によっ
て展開したわけではなく、受容側の主体的な選択によって都市空間が再現された点に歴史的意義が見いだせる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 本研究課題：国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）『GIS を用いた東アジア都城・シル
クロード都市遺跡の比較考古学的研究』は、2014 年度から採択された若手研究 B『隋唐都城に
おける都市空間の構造と東アジアへの展開過程に関する考古学的研究』（課題番号 26770271）
の研究成果を進展させることを目的として申請し、2017 年度より採択された。なお、研究期間
中には、基盤研究 C『衛星画像の GIS 分析による隋唐都城とシルクロード都市の空間構造の比
較考古学的研究』（課題番号 17K03218）も採択され、両者の研究課題を同時に進めることにな
った。 
 本研究では中原で発達した都城、特に唐代都城に注目し、その展開過程をシルクロード西域
都市・東アジア都城というアジア東西の大きな枠組みで比較する点を課題とした。本研究課題
では、期間中に海外研究機関での研究が義務付けられていたため、2019 年３月～2020 年３月ま
での１年間、中国社会科学院考古研究所の客座研究員として研究に従事した。実際の渡航期間
は、８月・12月の一時帰国を除く約 10 カ月である。 
 なお、本研究を開始した 2019 年度当初は、中国での研究活動が順調に進み、研究も計画通り
に進展していた。しかし、2019 年 12 月頃から世界的なコロナ流行が始まり、2020 年１月から
は北京で厳しい移動制限が行われ、自由な研究活動が出来なくなった。また、2020 年３月に厳
しい移動制限の中、帰国が出来たものの、予定していたキルギス共和国での瓦の調査などが中
止になるなど、研究計画の抜本的な変更に迫られた。そのため、当初 2019 年度までだった本研
究課題だが、２年間の延長申請を行って 2021 年度末までとし、日本国内での分析を中心に研究
を進めることにした。 
  
２．研究の目的 
 本研究の目的は、中国中原で発達した都城制、中でも唐長安城・洛陽城に焦点を当て、同時
代のシルクロード西域都市、東アジア都城にどのように展開したかを、アジア東西の大きな枠
組みで比較する点にあった。具体的には、以下の大きく３つの課題を設定した。 
【課題１】最新の調査成果を、高精度衛星画像を用いた GIS 空間上で位置付ける。 
 中国の前漢長安城・漢魏洛陽城・東魏北斉鄴城・隋唐長安城・隋唐洛陽城・隋唐揚州城に関
して、最新の発掘調査成果を高精度衛星画像にプロットする作業を行う。 
【課題２】Corona 画像の分析に基づき、各都城の残存遺構を把握する。 
 1960 年代に撮影された Corona 衛星画像の解析により、上記都城、及びシルクロードの西域
都市である高昌故城・交河故城・北庭故城・砕葉城を復原する。 
【課題３】東アジア都城・シルクロード都市遺跡の空間構造を比較分析する。 
 課題１・２を踏まえて、中原都城とシルクロード西域都市、東アジア都城（高句麗・渤海・
日本）の構造を比較し、その歴史的意義を位置付ける。 
 以上３つの課題を設定し、本研究課題を進めた。特に、デジタル技術を用いた高精度で統一
的な都市空間の構造復原を基に、従来の研究にはなかったダイナミックなスケールで比較都市
論を展開することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は、大きく２つのアプローチに分かれる。 
【方法１】衛星画像を用いた都城・都市遺跡の空間構造の分析 
 巨大な都市・都城遺跡の考古学的分析に関しては、その全体像の把握が最も難しい課題とな
る。北方草原地帯や西域乾燥地帯などの例外を除けば、後世の改変や近現代の都市化によって、
地表にはその痕跡を残さない都城・都市遺跡がほとんどである。しかし、1960 年代にアメリカ
の軍事衛星 Corona によって撮影された画像には、都市化前の城壁などが残存する場合があり、
このような痕跡を、現代の高精度衛星画像 Pleiades などに合成し、発掘調査の成果などもプロ
ットして都城・都市の全体像を復原する方法論が、本研究の最大の特色である。 
 実際に、唐が西域に造営した安西四鎮の１つである唐砕葉城＝キルギス共和国アク・ベシム
遺跡では、ソビエト時代の耕作によって既に削平された城壁を Corona で復原し、現在の
Pleiades 衛星画像に落とし込み、中枢部想定部分を発掘したところ、想定通りの場所で城壁遺
構を検出できた（城倉ほか 2016・2017a・2017b・2018）。衛星画像で復原した城壁は、三次元
測量と地中レーダー探査の非破壊調査でも確認することができた（城倉 2020）。巨大な都城・
都市遺跡の分析に、衛星画像が非常に有効であることがわかる。 
【方法２】発掘遺構の造営尺に基づく構造分析 
 もう一つは、発掘遺構の造営尺に基づく構造分析である。中国歴代王朝では、土木事業に使
用される土地尺が、漢代の１尺＝23cm 前後から、晋尺の１尺＝24cm 前後に漸増し、魏晋南北朝
では1尺＝30cm前後まで尺長が伸びる点が知られている。唐代の大尺は、１尺＝30cm前後だが、
唐大尺が東アジア世界に広がるまで、中国歴代王朝が使用した尺度が様々なルートで展開した。
例えば、日本では古墳時代前期～中期までは漢尺、後期に晋尺が使用され、終末期にあたる飛
鳥時代には朝鮮半島由来の高麗尺が使用されたと考えられている。その後、藤原京・平城京の
造営には高麗尺由来の令大尺、すなわち１尺＝35cm 前後の尺が使用され、和銅の改定以後に唐
大尺由来の天平尺、すなわち１尺＝30cm 前後の尺が使用された点が研究史上、明らかになって
いる。日本都城の研究では、発掘された遺構の分析に際して、このような造営尺による分析が



基本となっているが、この分析方法を中国都城・西域都市に応用することで、今までにない遺
構の構造的な把握が可能になる。 
 以上の２つの方法論に基づき、本研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 本研究では、2021 年９月 30日付で合計 202
頁の科研報告書を刊行して、成果を総括した。
科研報告書は、本研究費から支出をして 300
部を印刷、全国の研究機関・大学図書館に無
償で寄贈した。また、早稲田大学リポジトリ
（ http://hdl.handle.net/2065/00081334）
にオールカラーPDF を無償公開して、その成
果を広く発信している。 
 科研報告書では、第Ⅰ部論文「唐砕葉城の
歴史的位置」、第Ⅱ部論文「東アジア古代都
城門の構造・機能とその展開」として、２本
の未発表書き下ろし論文を掲載した。以下、
各論文の概要を簡潔にまとめ、本研究の成果
とする。 
【第Ⅰ部論文：唐砕葉城の歴史的位置】 
 唐安西四鎮の一つである砕葉城（キルギス
共和国アク・ベシム遺跡）の空間構造、およ
び出土瓦に注目した分析を行った。唐砕葉城
の空間構造は、同じく唐の西域経営における
軍事的橋頭保としての性格を持つ北庭故城
と共通する原理が認められる点を指摘した。
防御に特化した多角形の城壁内に、行政的な
中枢部、商業の中心となる大路、民心のより
どころとなる大型宗教施設を機能的に配置するのが西域都市の特徴である。また、出土した瓦
は唐長安城における民間の私窯で展開していた技術系譜である点を指摘し、唐の西域への軍事
的な拡張に伴って、都市造営の様々な技術を持つ集団が徐々に西側に展開するような状況を想
定した。 
【第Ⅱ部論文：東アジア古代都城門の構造機能とその展開】 
 上記の西域都市とは異なり、東アジア各国に展開した都城は、長安城・洛陽城など中原都城
の皇帝を中心とした思想空間を模倣していた点に特徴がある。特に、宮城・皇城・外郭城など
の重層的な階層構造を特徴とする中国都城において、それぞれの階層空間を連接する役目を果
たす都城門に注目して、中原都城・草原都城での発展、及び唐代における高句麗・渤海・日本
への展開過程を発掘遺構に注目して比較を行った。その結果、思想空間として発展を遂げた唐
長安城・洛陽城を、各国が王都として模倣する際にも、その構造を単純に模倣して引き移した
わけではなく、各国の支配体制や国家戦略に基づいて、中国の思想を解体・再編成して、新し
い都城を造営している点を論じた。 
 以上、唐王朝において皇帝を中心とする思想空間として機能したのは長安城・洛陽城だけで、
国内では西域都市の構造が示すようにそれぞれの機能に特化する形で都城・都市が展開した。
一方、東アジア各国では中国式の思想空間が王都として採用され展開したように、唐帝国の内
外で都城・都市の展開の在り方が大きく異なっていた。このような唐代都城の展開における東
西の大きな差異を考古学的に把握した点が、本研究の成果である。 
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